
                                                    

                                2026年 9月 6日  

       「東区総合防災訓練」に参加して 

                             社会奉仕委員 柴田博隆  

 

１．活動日時  令和８年９月６日（日） 

 午前７時５０分～午前１０時５０分 

２．活動場所  矢田小学校 

        （東区矢田南４丁目） 

３．活動の内容  

 今回の活動は、①ボランティアセンターの紹介、②福祉避難

スペースの設置、③学区見学誘導、④ガラス飛散防止フィルム

デモの４つであったが、私は④の飛散防止フィルムのデモに参

加した。 

 事前に、防災ボランティアの担当の方から、飛散防止フィル

ムの張り方を教わる。 

その後、矢田小学校の５年生、６年生約１５０人が４回に亘

って見学に訪れ、それを更に４グループに分かれてもらい、 

１グループ１０名ほどを対象に、飛散防止フィルムの張り方 

を講習した。 

まず、アクリル板に水を吹きかけ、次に飛散防止フィルムを剥

がし、フィルムにも水を吹きかけながら、アクリル板に張ってい

くのだが、注意しないと空気が入るため、空気が入らないよう慎

重に張っていき、最後にブラシとタオルで水をふきとったら完成。 

 

４．参加の感想  

 これまで、飛散防止フィルムは窓ガラスに張るものだと思っ

ていたが、阪神淡路大震災のときに、家の中の食器棚の中味が

飛び出して、ガラスが飛散し夜の暗い中で怪我をされた方が多

く出たということで、家の中にあるガラス類にも、飛散防止フ

ィルムを張る必要があると教えられ、改めて防災の必要性を考

えさせられた１日であった。 

 

アクリル板と防止フィルム 

防止フィルムを貼ったガラスを実際に

金槌で割って見る 


